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喜多	 この度の日本財団支援で
始める「日本財団在宅看護セン

ター」起業家育成事業への過程

を説明しますと、当財団は十数年

来ホスピス緩和ケア事業として看

護師及び医師の研修をやってまい

りました。これは医療施設内のケ

アプロバイダーの機能強化でした。

今、日本は人類史上初めての高齢

社会に入っています。健康が壊れ

た場合は医療で解決しますが、多

くの高齢者の健康は壊れてないけ

れど少し質が悪くなっている、それ

をどこで看るかは国際保健の現場

にいた時から気になっていました。

さらに看護教育に携わったなかで、

このような事業をどこかで出来ない

ものかと考えていました。

笹川	 私は、組織も人も変化し、
時代のニーズにきちっと合ったもの

は何か、それにどう対応できるかが	

大事だと考えています。笹川記念

保健協力財団と日本財団が協力

して行った緩和ケアや訪問看護の

専門家であるホスピスナースの養

成は 3,000人にも及び、これは大

きな組織力です。これらの組織も

活用し、ご指摘のように、世界で

最も早い高齢社会を迎える日本で

すが、この事業は日本のみならず、

高齢化を迎える他の国 に々とっても

一つのモデルケースになりうるよう

なチャレンジングなことで、喜多理

事長の長いご経験の上で実行して

いただけるということで、大いに期

待しております。
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喜多	 高齢者が多くなった日本の
健康をどうするかを考えた時、看

護師だと思いました。多くの医師

は医療施設で働いており、地域を

看ることに関しては、医療施設の

医師を即地域に持ってきても効率

も機能もうまく合わないと思います。

その点看護師は人 と々近く、これ

からも増えてくる高齢者対策という

社会のニーズに対し、その機能で

対応する方針でやっていきたいと考

えます。

笹川	 今回の計画は二つの点で
大変ユニークだと思います。一つ

は、国民の側、医療の受け手側か

らすれば在宅ケアが理想ですが、	

これに対して積極的にアプローチ

しようとする取り組みだということ。

もう一つは、ケアをする側、看護

師の関わり方です。多くは病院を

中心に医師からの指示の範疇で

活動している状況から、在宅に近

づいていくに従ってインセンティブも

変わってくるでしょうし、自分たち

が一つの事業を行いながら国民生

活で最も重要な健康管理を積極

的に支えていくということで、従来

の考え方からもう一段飛躍し、表

舞台に出て起業マインドで仕事を

する。これは長い看護師の歴史

の中でもエポックメイキングになる

ような出来事ではないでしょうか。	

喜多理事長はどうお考えですか。

喜多	 おっしゃる通りだと思い
ます。看護師は自立を願いなが

らも起業マインドが弱い。この

コースでは管理的ノウハウを勉

強していただく場とします。世界

的にも看護師は医師のスーパー

バイズのもと、というのが出来

上がり過ぎて、それを突破する

のが非常に難しいと思います。	

また、看護でなく介護という意見も

ありますが、私は看護師の健康評

価機能を重視し、「日本財団在宅

看護センター」は勤務者全員が看

護師である必要はないのですが、

管理者は看護師が担います。全

国各地で日本財団マーク入りの車

を見ますが、このセンターはそれら

をきちんとつなぐハブの役割を果た

してほしいと思っています。日本財

団から開業時の支援もいただける

ことは大変心強く、数年内に津々

浦 と々はいいませんが、それなりの

地域にネットワークが広がってほし

いと願っています。

笹川	 いくつかの成功例ができれ
ば大きく変わっていくと思いますが、

このようなチャレンジングな仕事

は、最初は抵抗が強いかもしれま

せん。しかし世の中の変化を呼び

起こすのは常に少数意見です。昔、

日野原重明先生と共に予防医学を

充実させなければならないと「ライ

フ･プランニング･センター」を立

ち上げた頃は、血圧計すら看護

師に持たせなかった時代でしたが、

今や隔世の感があります。ホスピス

ナースを見ても、看護師は非常に

志の高い方が多く、病人あるいは

ケアの受け手にとって精神的にウ

エイトが高いハートの部分は看護

師が背負っておられます。日本の

看護師は質・量ともに世界有数で

すので、在宅でやってみようという

優秀な人たちが相当いらっしゃるの

ではないかと期待しています。

喜多	 医者はどうしても技術を使
う方に気持ちが傾くのに対して、看

護師は踏みとどまることができます。

自立して評価に耐えるような、成功

モデルを作らなければなりません。

日本財団の協力の下に笹川記念

保健協力財団の全力を注いでやっ

てまいります。

笹川	 是非、よろしくお願いします。
ワンパッケージで充実した支援が

できるような強力な支援体制がで

きると思います。

喜多	 その体制を活かし、社会を
変えていきたいと強く思っています。

どうぞよろしくお願いいたします。
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